
　

収
支
均
衡
の
予
算
が
編
成

さ
れ
て
い
る
と
す
る
と
、
特

別
会
計
の
決
算
剰
余
金
は
次

の
よ
う
に
計
算
さ
れ
る
（
後

掲
図
参
照
）。

　

歳
入
決
算
額

－

歳
出
決
算

額
＝
決
算
剰
余
金

　

歳
出
決
算
額
＝
歳
出
予
算

額

－

歳
出
の
翌
年
度
繰
越

額

－

不
用
額

　

つ
ま
り
、
決
算
剰
余
金

は
、
Ａ
歳
入
の
上
ブ
レ
（
歳

入
決
算
額
〉
歳
入
予
算
額
）

と
、
Ｂ
歳
出
の
下
ブ
レ
（
歳

出
決
算
額
〈
歳
出
予
算
額
）

に
分
解
で
き
る
。
こ
の
う

ち
、
Ｂ
は
さ
ら
に
、
歳
出
の

執
行
が
翌
年
度
に
持
ち
越
さ

れ
た
た
め
に
生
じ
る
部
分

（
Ｂ
―
①
）と
、
歳
出
予
算
の

使
い
残
し
を
意
味
す
る
不
用

額（
Ｂ
―
②
）に
分
か
れ
る
。

　

過
去
６
年
間
で
見
る
と
、

特
別
会
計
全
体
で
毎
年
度
、

29
〜
51
兆
円
も
の
決
算
剰
余

金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
う
ち
、
Ｂ
―
①
に
あ
た

る
部
分
は
12
〜
16
兆
円
と
な

っ
て
い
る
。
次
年
度
に
な
さ

れ
る
国
債
の
借
り
換
え
の
原

資
を
前
も
っ
て
確
保
す
る
た

め
に
発
行
さ
れ
る
借
換
債
の

発
行
収
入
等
が
こ
れ
に
あ
た

る
。
Ｂ
―
①
に
相
当
す

る
剰
余
金
は
次
年
度
に

執
行
さ
れ
る
歳
出
の
財

源
と
し
て
翌
年
度
の
歳

入
に
繰
り
越
さ
れ
る
必

要
が
あ
り
、
自
由
に
活

用
で
き
る
財
源
と
は
い

え
な
い
。

　

他
方
、
Ｂ
―
②
に
相

当
す
る
剰
余
金
は
11
〜

21
兆
円
と
な
っ
て
い

る
。た
だ
、一
口
に
不
用

額
と
い
っ
て
も
、
こ
の

中
に
は
将
来
の
基
礎
年

金
、
厚
生
年
金
等
の
財

源
と
し
て
積
み
立
て
て

お
く
べ
き
年
金
特
別
会

ら
を
除
い
た
活
用
可
能
な
剰

余
金
を
概
算
す
る
と
７
〜
16

兆
円
と
な
る
。
こ
の
ほ
か
、

国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
で

は
、
予
算
編
成
の
段
階
で
７

計
の
剰
余
金
、
あ
る
い
は
給

付
を
政
策
的
に
抑
制
し
た
た

め
に
生
じ
た
労
働
保
険
特
別

会
計
の
不
用
額
等
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
Ｂ
―
②
か
ら
こ
れ

〜
８
兆
円
の
剰
余
金
（
＝
歳

入
予
算
額
〉
歳
出
予
算
額
）

が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
２
０
１
０
年
度

末
現
在
で
特
別
会
計
に
は
総

額
で
１
８
２
兆
円
の
積
立
金

が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
年
金

給
付
の
財
源
と
し
て
留
保
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

１
２
８
兆
円
を
控
除
す
る
と

54
兆
円
が
残
る
。
そ
こ
で
、

か
り
に
、
こ
の
54
兆
円
の
う

ち
の
30
兆
円
と
、
上
記
の
Ｂ

―
②
で
概
算
し
た
活
用
可
能

な
決
算
剰
余
金
の
う
ち
の
20

兆
円
を
合
わ
せ
た
50
兆
円
を

国
債
の
繰
上
償
還
に
充
て
る

と
、
以
後
の
年
度
の
国
債
償

還
費
は
１
・
６
兆
円
少
な
く

な
り
、
そ
れ
に
見
合
う
一
般

財
源
を
捻
出
で
き
る
こ
と
に

な
る
。 

（
つ
づ
く
）

特
会
剰
余
金
で
国
債
償
還

毎
年
１
・
６
兆
円
の
一
般
財
源
に

基基  

軸軸
消
費
税
増
税
と

消
費
税
増
税
と

社
会
保
障
財
源

社
会
保
障
財
源
❹❹

東
京
大
学
名
誉
教
授　

醍
醐
聰

東
京
大
学
名
誉
教
授　

醍
醐
聰

図　特別会計の決算剰余金発生の要因分析図
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